









































せ、極めて特異な方法でトマスの法理論を学生諸君或は 1950 年～60 年に
かけてのケネディー（カトリック）民主党政権下の市民権運動に精力を集
中させた学者であることがわかった。スタンレイ・ペリー先生の英文の著
作は 116 頁で、さらに 10 頁程の司祭（聖職者で先生という肩書）の序の























































































































31 年 6 月河出書房刊には、宗教に関する問題を対象から外される。
（ 2 ）  前者につき「正義の経済学―規範的法律学への挑戦」馬場孝一・国武輝
久監訳 1991 年刊木鐸社、後者に付川本隆史・福間聡・神島裕子訳 2010 年紀
伊国屋書店刊）を使ってわれる。










































































































































































































































































































































































































































































　d）　このボアソナードの性法講義の二年後（明治 16 年 11 月 1883 年）、















ロ ワ ・ ソ シ ィ エ テ
律の設立、⑤ 法
ロワ・ディストリビューション









































































謂うなり。《714 頁 1 行目》
　或は又立法者の錯誤より法律の原則の不正なる時は條理必ず其適用を禁




簡要なりとす。《714 頁 7 行目》
　裁判官は法律の明文なき時に非ざれば條理に從う可からず。或は権利を







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8 章、第 1 節 2 頁）。立法者の使命は道徳学者のそれの様に、善きものと
悪しきものと、利益と不便との総和を秤って、功利の最大量を許す所の決
定をなすことに於て成立する。《138 頁 2 行目》
　民法及び刑法の立法に対してこの理念の主要な諸々の適用を示すのは、
興味のないことではない�これらの適用の中に於てベンサムの全法律哲学



























論、民法典、2 部、5 章、2 節、ブリュッセル、第 3 版、1840 年、1 巻 96

















































し、正当な期待の感情を満足せしむることである（アレヸイ 1 巻 79 頁）。























































及び刑法立法原理、（民法典、2 部、3 章、11 条）。要するにベンサムの望
む所は、中庸を得た平等主義である、それは恐らくは、エリイ・アレヸイ


















































とを考えさせる。《151 頁 2 行目》
　理想主義をなしで済ませようと欲するものは、ヒュウムの学説、「諸利
































う。《153 頁 11 行目》
　その中間的の論綱は、利己的諸利益の調和のそれである。利己主義は圧
倒的である、然し諸の利己主義は「それら自ら相調和し、且つ機械的に種
の幸福を発生せしめる」（アレヸイ 1 巻 20 頁。ベンサム。刑法典原理、1

































































































とを見出すであろう」。1843 年 10 月ロットにあてゝ書かれた手紙、自叙





























































（一）　法と理性　2 頁 1）  律法は理性に属するものか。《律
法とは人為法か？》
（二）　法の目的　5 頁 2）  律法は必ず共通善を導くものでな
ければならないか。
（三）　法の制定者　9 頁 3）  あらゆる人間の理性は律法を造る
に適するか。
（四）　法の公布　11 頁 4）  律法の本質は公布か。《公布＝人
定法か》
第二章　法の多様性 第九十一問題　律法の種類について
（一）  永遠法　14 頁 1）  永遠の律法は存在するか。
（二）  自然法　17 頁 2）  自然法は存在するか。《永遠の律
法 =自然法》
（三）  人定法　20 頁 3）  人間の法律は存在するか。《理念
か》
（四）  神法　24 頁 4）  神の律法にはどんな必要があるか。
（五）  旧法と新法　28 頁 5）  唯一の神の律法以外に存在する
《何か》があるか。
（六）  罪の法　32 頁 6）  罪の扇動（Fomes）の中に律法
は存在するか。
第三章　法の効果 第九十二問題　律法の効力について
（一）  法の効果　37 頁 1）  律法の効力は人間を善くすること
か。
58
（二）  法の働き　42 頁 2）  律法の行為は配置されるに適当か。
第四章　永遠法 第九十三問題　永遠の律法について
（一）  その本質　46 頁 1）  永遠の律法は神の中に絶対的比率
を《有》するか。


















（一）  本質　70 頁 1）  自然法は習慣か。









（五）  不変性　86 頁 5）  自然法は変更するものか。
（六）  恒久性　90 頁 6）  自然法は人間の心から消去するこ
とができるか。
第六章　人定法 第九十五問題　人間の律法について
（一）  必要性　93 頁 1）  人間による枠組は律法に有益か、
（二）  其の源泉　97 頁 2）  あらゆる人間の律法は自然法を出
発点とするものか。
私の最終講義から日本の自然法へのみち　59
（三）  特性　101 頁 3）  実証法の本質についてイシドー 
ル（41）の発言は適当か。




（一）  共通性　111 頁 1）  人間の律法は個人のためというよ
（一）  共通性　111 頁   り共同体のために枠組されるべき
か。






（四）  人定法と良心　121 頁 4）  人間の律法は人間の良心・道義心
を縛れるか。
（五）  人定法の権限　125 頁 5）  すべて《の事物》は人間の律法に
從うか。




（一）  可能性　134 頁 1）  人間の律法はどんな方法で変更さ
れるべきか。
（二）  改変の条件　137 頁 2）  人間の律法は何か善きことが起こ
るときはいつでも変更すべきもの
か。
（三）  法と慣習　140 頁 3）  習慣は法律の効力を得る《持つ》
ことができるか。
60
（四）  法の裁量　143 頁 4）  人間の律法は人間の支配者たちを
免除することができるか











明治 8（1875）年　大審院創設　大審院民事判決録の刊行 7 月から始まる。
司法統治の構想




明治 13（1880）年 11 月　司法省　英国法律要決　第三篇　堀越愛国・鈴
木唯一譯　1-213 頁　合本会社の章は 213 頁　ここまで英米法あるい
は宗教の影響強し。
明治 14（1881）年 3 月　性法講義　ボアソナード講義・井上操筆記→明
治文化全集第 13 巻　463-476 頁







































穂積陳重論」126 頁。平成 7（1995）年 10 月中央大学出版部刊。
